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ごあいさつ
弊社は介護・福祉のご利用者の事故防止について専門に研究している、日

本でたった一つの介護リスクコンサルティング会社です。高齢者施設や介護
事業者と取り組み、現場で積み上げた実践に基づくリスクマネジメントの方
法論は、「わかりやすく実践的」と好評を得ております。
これらの介護リスクマネジメントの方法論をセミナーや職員研修でお伝え

する活動の他、個別に企業様のリスクマネジメント活動をご援助したり、訴
訟やトラブル解決を援助するコンサルティング業務にも力を入れています。
近年事故をめぐる家族トラブルが増え、虐待事件や職員不祥事などによる

企業存亡の危機も、対岸の火事ではなくなってきました。その上、「人手不
足で職員研修が難しい」「管理者が多忙で職員管理が甘くなる」など、施設
内のコンプライアンス管理も厳しくなる一方です。
そこで、弊社では従来のコンサルティング業務に加え、「管理者向け通信

研修」「WEBによる動画研修」など効率的な情報提供や研修提供方法も開発し
ました。より多くの企業のみなさまに、長年積み上げた介護のリスクマネジ
メントの手法をご提供できれば幸いです。

代表 山田滋
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コンサルティングメニュー
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１．管理者への事故・トラブル対応への迅速なアドバイス
▶契約先法人の全管理者の相談に対して、24時間365日携帯とメールで対応しています。
「日曜の早朝に行方不明の対応」ということもあります。

２．個別トラブル案件解決までの援助（別途料金がかかります）

▶虐待通報、事故トラブル、苦情申立、訴訟、ヘビークレーマーなど、施設の現場で起こる
深刻なトラブルに対して解決まで援助いたします。

４．ニュース・執筆原稿提供
▶事例から学ぶ分かりやすいリスクマネジメント・ニュースや、経営管理に役立つ
連載執筆原稿などを毎月提供して喜ばれています。

３．職員研修への講師派遣（別途料金がかかります）

▶職員研修への講師派遣を一般のお客様より低価格で提供します。毎年4月には新入職員向
け研修を無料で提供しています。

５．リスクマネジメントライブラリ
▶山田滋のセミナー動画をネットで配信、好きな時に施設内研修に活用できます。
ニュースや執筆原稿をバックナンバーも全てダウンロードできます。

６．管理者向け通信研修（別途料金がかかります）

▶事故やトラブル事例に対して対策を考える通信研修です。事故防止編と事故対応編
それぞれ３コース全６コース（１コースは１２カ月）。



コンサルティングメニュー

▶全ての事業所管理者からの相談に対して、24時間365日携帯またはメールで対応します。

１．管理者への事故・トラブル対応の迅速なアドバイス
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〇こんな相談事例も
日曜日の朝7時に大阪のサ高住事業者のある管理者から、携帯電

話に連絡が入りました。認知症の利用者が施設から居なくなってし
まった。どうしたら良いだろうか？」という相談でした。すぐに家
族に連絡を入れて捜索態勢に入るように指示。家族の了解を得て警
察に捜索願を出して、交通機関への連絡を迅速に行いました。

■その他の管理者からの相談事例
①急変の対応が遅れて脳幹出血で救急搬送、家族は苦情申立をすると言っている。
②デイの送迎車から利用者を降ろし忘れて大きなクレームとなった。謝罪の文書を要求されたが。
③グループホームの骨折事故の直後に、弁護士が乗り込んで来て事情聴取をされてしまった。
④「ショートの職員が暴言を吐いた」と虐待通報された。職員を聴取したが該当する職員はいない。
⑤認知症利用者が誤えんで亡くなり、息子が調査報告書を要求してきた。どうしたらよいか？

家族の許可を得て写真入りの捜索チラシを作成、大阪市内のタクシー事業者30社に捜
索協力を依頼しＦＡＸで捜索チラシを送付。法人本部の職員が手分けをして、同区内
の介護事業者約100社に捜索チラシをＦＡＸで送付。午後には、職員５名で手分けをし
て周辺のコンビニやスーパーなどに、捜索チラシを配布。２日後に２５キロ離れた場
所で、訪問介護のヘルパーによって発見され保護されました。



コンサルティングメニュー

▶ヘビートラブルや苦情申立・訴訟などに対して、トラブル解決までご援助します。

２．個別トラブル案件解決までの援助
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腫れが発見される直前に行為の介助を行った職員に事情聴取したところ、「腕が振れ
たかもしれない」との申告がありました。急遽山田が新幹線で神戸に向かい、施設で現
場検証を行うことになりました。介助を行った職員の証言を元に、更衣の介助中に腕が
利用者の顔にぶつかった事実を再現し、ビデオに撮影しました。これらの現場検証の結
果を調査報告書として３日後に家族と市に提出し、事故とした処理されました。

■その他の個別案件の対応事例
①発達障害もある身体障害の利用者の訪問介護。洗濯機の故障が「ヘルパーのせいだ。補償すべき
だ」と主張して毎日電話かけてくる、手紙を持参する。
②市に虐待通報され調査したら事実だった。市からは改善計画書を求められ、家族会からは調査報告
書を出すように求められた。どうしたら良いか？
③デイサービスでの骨折で「週６日ヘルパーを派遣しろ（同社の訪問介護）」という要求を受け入れ
たら、キーパーソンの休業補償や奥様（事故と無関係）のデイの無償利用を要求されて困っている。
④グループホームの職員が「ストレスで利用者を虐待しそうだ」と、管理者を脅してきた。クビにす
る訳にもいかない。どうしたら良いか？

■弊社顧問弁護士：伊達総合法律事務所 弁護士 伊達伸一氏

〇こんな相談事例も
ある日神戸市の社会福祉法人の理事長から電話が入りました。今朝重

度のショートの利用者の顔に大きな腫れが見つかり、来所した娘が「絶
対に虐待だ！」と言って市役所に通報した。どう対応したら良いか」と
いうものでした。
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■弊社の訴訟支援で顧問先が賠償訴訟で勝訴
弊社顧問先のデイサービスで、誤えん事故が発生し利用者が意識不明のまま症状固定（植物状態）となり、遺族が約8,000万
円の損害賠償を求め訴訟を起こしました。遺族側は、「ケアマネジャーからの情報提供が無くても誤えん事故の入院歴を直接
家族に尋ねる義務があり、この義務を怠ったことが過失である」と主張してきました。弊社では、215施設の施設を調査し、「ケア
マネジャーからの情報提供が無くても家族に誤嚥の入院歴を尋ねるか」と質問しました。215施設中2015施設が「ケアマネ
ジャーを信頼して家族には尋ねない」と回答し、この調査をもって「デイサービスには過失はない」と反論しました。裁判は1,000
万円の和解（実質被告の勝訴）で終結しました。

コンサルティングメニュー

介護事故の賠償訴訟は、事業者側に厳しい判決が多いことが特徴です。裁判官が被害者に
肩入れしている訳ではなく、原告（被害者）の主張に対して被告（事業者）の弁護士がきち
んと反論できないことが原因なのです。事業者側の弁護士が能力が低いからではありません。
被告の主張する事業者の安全配慮義務違反に対して、義務を履行していたことを立証する根
拠やデータが無いのです。弊社では、介護現場のリスクを分析した上で、予見可能性や回避
可能性をデータで立証する実証実験などで訴訟を支援しています。

▶顧問先が訴訟を起こされた時、無過失立証のためのデータや証拠の収集

■職員が近くにいたら転倒は防げるか？
弊社では転倒防止可能性実証実験を行い、
たとえ職員がすぐ近くに居ても転倒はほとん
ど防げないことを科学的に立証しました。ご
希望の方には事件データを提供しています。

弊社では訴訟支援などの法的な相談に対して、介護の知識の豊富な弁護士に顧問をお願いしています。
■弊社顧問弁護士：伊達総合法律事務所 弁護士 伊達伸一氏



コンサルティングメニュー

▶事故防止活動・原因分析・事故対応手法・接遇改善など多様なメニューを用意しています。

３．職員研修
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顧問先の法人様には、職員向けリスクマネジメントセミナーを、一般より低価格（40％OFF）
で提供させていただきます。また、毎年４月には新入職員向けの無料研修を提供しています。

○詳細は別紙リスクマネジメントセミナー一覧をご参照ください。



コンサルティングメニュー

▶事故防止・事故対応・家族トラブル対策などのニュースと連載執筆原稿などを提供

４．ニュース・執筆原稿提供
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弊社では、代表の山田が多方面でニュースを発行したり、雑誌の連載執筆を行って
います。タイムリーな情報や事故の事例をお伝えするため、顧問先のみなさまにはこ
れらの原案をご提供させていただき、法人内の勉強会などで利用していただいていま
す。

※リスクマネジメントニュースと介護事業者の事故対応は、あいおいニッセイ同和損保のご契約者
向けに作成しているニュースです。



コンサルティングメニュー

５．リスクマネジメント・ライブラリ
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介護リスクマネジメント・ライブラリとは？

介護リスクマネジメント
・ライブラリ

◍リスクマネジメントニュース
◍事故トラブル対策ニュース
◍クレーム対応ニュース
◍連載執筆原稿

◍セミナー動画
◍セミナー音声

管理者自身
の学習

研修・指導
打合せ・ＯＪＴ

介護リスクマネジメント・ライブラリは、弊社とリスクコンサルティング契約を締結している法人に対して、無料で提供される管

理者向けサービスです。ドロップボックスというストレージサービスを使って、職員向けのニュースをダウンロードしたり、セミナーの

動画や音声をいつでもパソコンで再生することができます。施設管理者はニュースをダウンロードして研修に使用したり、施設

内のリスクマネジメント研修をパソコンだけで行うこともできます。



コンサルティングメニュー

▶事故や事故トラブル、クレームなどの事例に対して対策を考える通信研修です。
事故防止編・事故対応編・クレーム対応編で全９コースを用意（１コースは12カ月）。

６．管理者向け通信研修
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施設管理者は恒常的に業務多忙で、リスクマネジメント研修に参加することも容易で
はありません。本研修は１カ月に１課題送付された事故やトラブルの事例に対して、
その防止策を考えて回答する通信研修で、１２カ月で１過程が修了します。修了時に
は修了証が贈られます。

※詳細は「管理者向け通信研修のご提案」をご覧ください。



コンサルティング料金

７．コンサルティングの料金
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顧問契約は法人単位で契約させていただきますが、法人の介護保険
指定事業数（※）によって料金が異なります。併設の居宅介護支援
事業所などはカウントしない場合があります。施設（事業所）数が
50超の場合は別途相談させていただきます。

１．年間契約（メニュー２・３・６を除く）
月々２万円〜５万円

３．職員研修（メニュー３）
通常価格１０万円（３時間内）を６万円でご提供いたします。

個別案件対応で発生する出張対応と文書作成については、別途料金（１時間２万円＋消費税＋交通費な
ど実費）がかかります。文書作成料は作成に要する時間によってご相談させていただきます。

２．個別トラブル解決援助（メニュー２）
〇出張対応：１時間２万円＋消費税＋交通費など実費
〇文書作成料：相談

施設（事業所）数 月額料金

１５以下 ２万円

１６〜２０ ３万円

２１〜３０ ４万円

３０～５０ ５万円

■施設数にかかわらず本部スタッフみのコンサルティングは月々２万円

４．管理者向け通信研修（メニュー６）
1名1過程１万円（1年間12回の通信研修）
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詳しいお問い合わせは下記まで
株式会社安全な介護 担当：山田

東京都豊島区西池袋５丁目26-15 久保田ビル２F

TEL:03-5995-2275 FAX:03-5986-1776

mail：scatterbrain0585@mopera.net


